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【　戦　　評　】
　今大会まだ勝ち星のない両チーム同士の試合は、ウズベキス
タン⑪の豪快なミドルシュートから始まった。前半の得点１５
点中７点を挙げる活躍で、カザフスタンに追いすがる。カザフ
スタンは立ち上がりこそ連続得点を奪えなかったが、センター
⑬からの展開に攻撃のリズムが合い始め１２分から２５分まで
に５連続を含め１０点を奪い１７－１１とリードする。カザフ
スタンは３：２：１DFでラインを上げ、パスを寸断しにかかる
が、大きなクロスを絡めて間を狙うウズベキスタンが２５分過
ぎから３連続得点に成功。その後お互いに１点づつとり、前半
は１８ー１５で終了。
　ウズベキスタンは後半開始からミスの目立つカザフスタンに
対し、立ち上がり２分で速攻と⑮のミドルなどで１９ー１８と
１点差とする。ここからカザフスタンの反撃が始まる。⑮のブ
ラインド気味のミドルシュートを含め自チームの退場にもかか
わらず、ウズベキスタンが１０分３３秒にタイムアウトを取る
間に、この時間帯６ー１と優位に進め２５ー１９と６点差とす
る。その後一進一退の攻防が繰り広げられたが、１８分過ぎに
ウズベキスタンの得点源⑪が退場すると、そこから速攻を含
め、カザフスタンが３連続得点し３３－２３としてほぼゲーム
を決めた。２５分過ぎにはメンバーを大きく入れ替えたカザフ
スタンであったが⑰の鋭い回り込みシュートなど得点を積み重
ね、⑪のミドルや⑧や⑥のサイドなど単発的に得点するウズベ
キスタンに対し、３８ー２７でカザフスタンが勝利した。
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